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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒状に形成された濾材収納容器と、
　濾材収納容器の内部に同心状に配置された円筒状の濾材と、
　濾材収納容器の接線方向から濾材収納容器と濾材の全周面との間に液を旋回させながら
直接供給する液供給手段と、
　濾材を経て濾過された液を濾材内から濾材収納容器の外部に取出す液取出手段と、
　濾材内に洗浄用の流体を供給するとともに濾材を経て濾材収納容器内に流出した流体を
外部へ排出することで濾材を洗浄する逆洗機構とを具備し、
　液供給手段は、
　旋回液により濾材の外周面を洗浄する外洗機構を備え、
　外洗機構は、
　濾材の全長の範囲にわたって配置された複数の液供給管と、
　各液供給管にそれぞれ設けられ一部の液供給管を選択して開くことによりその液供給管
から集中的に液を噴出させる弁とを備えた
　ことを特徴とする濾過装置。
【請求項２】
　外洗機構の液供給管は、液を一方向に旋回させる位置と、液を他方向に旋回させる位置
とにそれぞれ設けられた
　ことを特徴とする請求項１記載の濾過装置。



(2) JP 4242994 B2 2009.3.25

10

20

30

40

50

【請求項３】
　逆洗機構は、
　洗浄用の流体として液および空気の一方および両方を選択可能の流体回路
　を具備したことを特徴とする請求項１または２記載の濾過装置。
【請求項４】
　逆洗によって濾材収納容器の内壁面に残留したごみを液により洗い流すための洗い流し
機構
　を具備したことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の濾過装置。
【請求項５】
　逆洗によって濾材収納容器内に混入した洗浄用の空気を抜取るための空気抜き機構
　を具備したことを特徴とする請求項３または４記載の濾過装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、逆洗機構を備えた濾過装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　特開平１０－５５１２号公報に示されるように、従来の濾過装置は、円筒状の濾材収納
容器内に供給された液を螺旋枠に沿って旋回させながら下降させることで、液中から粗い
切屑を遠心分離し、濾材収納容器の中央部に同心状に配置された円筒状の濾材の下側より
濾材の周面に液を導入し、この濾材を透過させることによりその液中の細かい切粉を分離
除去し、また、濾材の液導入側の表面に付着した細かい切粉を取除くときは、この液導入
側の表面に沿って液を流すように液循環回路を切換えることで、濾材から切粉を取除き、
液とともに濾材収納容器の外部へ排出するようにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　このように、従来は、液を旋回させながら下降させることで粗い切屑を遠心分離してい
るが、その液を濾材の周面に導入するときは旋回液流が弱まっており、濾材の液導入側に
細かい切粉が目詰まりしやすい問題がある。
【０００４】
　また、濾材の液導入側の表面に沿って液を流すことで、付着した切粉を取除くようにし
ているが、これでは、濾材の表面に引掛かった切粉を効果的に除去することができない問
題がある。
【０００５】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、濾材が目詰まりしにくいとともに、濾
材の目詰まりを容易に解消できる濾過装置を提供することを目的とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に記載された発明は、円筒状に形成された濾材収納容器と、濾材収納容器の内
部に同心状に配置された円筒状の濾材と、濾材収納容器の接線方向から濾材収納容器と濾
材の全周面との間に液を旋回させながら直接供給する液供給手段と、濾材を経て濾過され
た液を濾材内から濾材収納容器の外部に取出す液取出手段と、濾材内に洗浄用の流体を供
給するとともに濾材を経て濾材収納容器内に流出した流体を外部へ排出することで濾材を
洗浄する逆洗機構とを具備し、液供給手段は、旋回液により濾材の外周面を洗浄する外洗
機構を備え、外洗機構は、濾材の全長の範囲にわたって配置された複数の液供給管と、各
液供給管にそれぞれ設けられ一部の液供給管を選択して開くことによりその液供給管から
集中的に液を噴出させる弁とを備えた濾過装置であり、濾材収納容器の接線方向から濾材
収納容器と濾材の全周面との間に液を旋回させながら直接供給する液供給手段により、液
中の比較的重いごみが旋回液流で遠心分離されるとともに、その液を旋回させながら濾材
の全周面に導入することで、濾材の全周面で均等に濾過がなされるとともに、濾材の目詰
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まりが旋回液流により抑えられ、さらに、液供給手段の外洗機構の弁により選択された一
部の液供給管から集中的に噴出される液により、強い旋回液流が形成されて、その旋回液
流により濾材の外周面に付着しているごみが除去され、特に、弁の切換により、濾材の全
長にわたって強い旋回液流が順次作られると、これらの旋回液流により濾材のごみが全長
にわたって除去され、また、濾材内に洗浄用の流体を供給するとともに濾材を経て濾材収
納容器内に流出した流体を外部へ排出することで濾材を洗浄する逆洗機構により、濾材の
表面に引掛かった細かいごみも内部からの逆洗用の流体圧力で効果的に除去され、目詰ま
りが容易に解消される。
【０００７】
　請求項２に記載された発明は、請求項１記載の外洗機構の液供給管が、液を一方向に旋
回させる位置と、液を他方向に旋回させる位置とにそれぞれ設けられた濾過装置であり、
濾材の外周面に付着しているごみを一方向の強い旋回液流で除去できない場合は、弁の切
換により他方向の強い旋回液流を作って、濾材のごみを除去する。
【０００８】
　請求項３に記載された発明は、請求項１または２記載の逆洗機構が、洗浄用の流体とし
て液および空気の一方および両方を選択可能の流体回路を具備した濾過装置であり、液の
性状や切粉の形状などの条件に応じて流体回路を切換えることにより、洗浄用の流体とし
て液のみ、空気のみ、液と空気の混合流体を選択し、条件に適した洗浄をする。気液を混
合した流体は、濾材に衝撃を与えて、ごみを除去しやすい。
【０００９】
　請求項４に記載された発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の濾過装置において、
逆洗によって濾材収納容器の内壁面に残留したごみを液により洗い流すための洗い流し機
構を具備したものであり、逆洗にて濾材収納容器の内壁面に残留したごみを、洗い流し機
構により外部へ排出し、逆洗で濾材から分離されたごみの濾材への再付着を防止する。
【００１０】
　請求項５に記載された発明は、請求項３または４記載の濾過装置において、逆洗によっ
て濾材収納容器内に混入した洗浄用の空気を抜取るための空気抜き機構を具備したもので
あり、空気を用いた逆洗後に、濾材収納容器内に溜まっている洗浄用の空気を、空気抜き
機構により濾材収納容器内から抜取り、逆洗後の汚れた空気が濾過運転時のきれいな液に
混入して流出することを防止する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の一実施の形態を図１乃至図９を参照しながら説明する。
【００１２】
　図１に示されるように、液槽11の上部に取付部材12により濾過機構13が設置されている
。
【００１３】
　液槽11は、工作機械14から排出されたクーラント液などの汚れた液を収容する外槽15と
、この外槽15の内部に設けられた、きれいな液を収容する内槽16とを備えている。
【００１４】
　外槽15の一側部には、沈殿したスラッジを外部へ排出するためのスラッジ排出部17が傾
斜状に一体形成され、このスラッジ排出部17の上端部に下側へ開口されたスラッジ取出口
18が設けられている。
【００１５】
　外槽15の他側部上にはダーティボックス19が設けられている。このダーティボックス19
は、工作機械14などから管20を経て供給された汚れた液を外槽15内に導入するに当って、
外槽15内の液を撹拌しないようにする。
【００１６】
　さらに、外槽15の底面部からスラッジ排出部17の底面部に沿って配設された一対の無端
チェン21が、一端の小径のスプロケット22と他端の大径のスプロケット23との間に平行に
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巻掛けられ、これらの無端チェン21間にスラッジ掻揚用の掻揚へら24が所定の取付ピッチ
で取付けられている。
【００１７】
　そして、大径側のスプロケット23を図示されないモータで回動することにより、無端チ
ェン21を回行駆動し、外槽15の底面部からスラッジ排出部17の底面部に沿って移動する掻
揚へら24により、外槽15の底面部に沈殿したスラッジをスラッジ排出部17の上部まで掻揚
げ、スラッジ取出口18より下方の容器（図示せず）に排出する。
【００１８】
　一方、内槽16には、ダーティボックス19と反対側に液入口25が設けられ、この液入口25
の近傍にポンプ26が設置されている。このポンプ26は、モータ27によって駆動される。
【００１９】
　図２に示されるように、濾過機構13は、円筒状に形成された濾材収納容器としてのフィ
ルタハウジング（以下、単に「ハウジング」という）31の内部に、円筒状の濾材（フィル
タエレメント）32が同心状に配置され、ハウジング31と濾材32の全周面との間に円筒形の
旋回空間33が形成されている。
【００２０】
　図２（ａ）に示されるように、ハウジング31に対して、ハウジング31の接線方向から旋
回空間33に液を旋回させながら直接供給する液供給手段34が設けられている。さらに、図
２（ｂ）に示されるように、濾材32を経て濾過された液を濾材32内からハウジング31の外
部に取出す液取出手段35が設けられている。
【００２１】
　液供給手段34は、図２に示されるように、旋回液流により濾材32の外周面を洗浄する外
洗機構36を備え、この外洗機構36は、図２（ａ）に示されるように液を一方向に旋回させ
る位置で図２（ｂ）に示されるように濾材32の全長の範囲内に配置された複数の液供給管
37と、液を他方向に旋回させる位置で濾材32の全長の範囲内に配置された複数の液供給管
38と、これらの液供給管37または38から図２（ｂ）に示されるように一部を選択して開く
ことによりその液供給管37または38から集中的に液を噴出させる弁としての開閉弁39とを
備えている。
【００２２】
　図１に戻って、前記液供給手段34は、前記ポンプ26の液吐出口に管41を介して３方切換
弁42の入口ポートが接続され、この３方切換弁42の一方の出口ポートに管43を介して３方
切換弁44の入口ポートが接続され、この３方切換弁44の２つの出口ポートに、図２（ａ）
に示されるように管45および管46を介して前記液供給管37および液供給管38の各開閉弁39
がそれぞれ接続されている。
【００２３】
　一方、前記液取出手段35は、濾材32の内部から、ハウジング31の外部へ引出された管47
、３方切換弁48、３方切換弁49および管50を経て内槽16に至る一連の管路である。
【００２４】
　図１に示されるように、濾材32内に洗浄用の流体を供給するとともに濾材32を経てハウ
ジング31内に流出した流体を外部へ排出することで濾材32を洗浄する逆洗機構51が設けら
れている。
【００２５】
　この逆洗機構51は、洗浄用の流体として液および空気の一方および両方を選択可能の流
体回路を具備している。すなわち、３方切換弁42の他方の出口ポートから、管52、前記３
方切換弁48、前記管47を経て濾材32の内部に至る管路が設けられ、エアコンプレッサなど
の空圧源53が開閉弁54を介して前記管47に接続され、さらに、ハウジング31の底部に形成
された沈殿槽部55が、開閉弁56を介して前記ダーティボックス19に接続されている。
【００２６】
　このように逆洗機構51の流体回路は、液の性状や切粉の形状などの条件に応じた切換に
より、洗浄用の流体として液のみ、空気のみ、液と空気の混合流体を選択し、条件に適し
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た洗浄をするようになっている。
【００２７】
　また、この逆洗機構51とともに、逆洗によってハウジング31の内壁面に残留した切屑、
切粉などのごみを液により洗い流すための洗い流し機構57が設けられている。
【００２８】
　この洗い流し機構57は、前記液供給手段34によりハウジング31内に液を供給する部分と
、前記沈殿槽部55から前記開閉弁56を介して液を前記ダーティボックス19に排出する部分
とを有している。
【００２９】
　さらに、逆洗機構51および洗い流し機構57とともに、逆洗によってハウジング31内に混
入した洗浄用の空気を抜取るための空気抜き機構58が設けられている。この空気抜き機構
58は、ハウジング31の上部が開閉弁59および管60，61によりダーティボックス19に接続さ
れる管路と、濾材32の内部が管47、３方切換弁48，49、管62および前記管61によりダーテ
ィボックス19に接続される管路とを備えている。
【００３０】
　各３方切換弁42，44，48，49および各開閉弁39，54，56，59は、例えば空圧アクチュエ
ータにより動作されるボール弁などを用いて、空圧回路を制御することにより自動制御で
きるようにすると良い。図中、各弁の黒印は閉じ状態を示し、白印は開き状態を示す。
【００３１】
　次に、図１および図２に示された実施形態の作用を、図３乃至図９を参照しながら説明
する。
【００３２】
　図３は、本装置の一連の動作を示し、先ず濾過機構13が働き、汚れた液が濾材32で濾過
されて、きれいな液が作られ、この濾過作用の継続により濾材32が目詰まりしたら、ハウ
ジング31の内圧が上昇するので、この内圧変化をセンサで検出するなどして、濾過機構13
が停止されるとともに、逆洗機構51が働き、濾材32が液の性状や切粉の形状などに応じて
選択された逆洗方法により逆洗され、この逆洗により濾材32の目詰まりが解消されたら、
逆洗機構51は停止して、洗い流し機構57が働き、逆洗によってハウジング31の内壁面に残
留したごみを液により洗い流し、この洗い流しが終了したら、空気抜き機構58が働き、逆
洗によってハウジング31内に混入した洗浄用の空気を抜取る。この空気抜取りが完了した
ら、また濾過機構13を稼動する。
【００３３】
　図２（ａ）および図４は、濾過機構13の稼動時の弁動作状態を示し、内槽16からポンプ
26により汲上げられた液は、管41から３方切換弁42などを経て、ハウジング31の接線方向
に設けられた液供給管37から、ハウジング31と濾材32との間の旋回空間33に供給され、こ
の旋回空間33内で旋回する。これにより、先ず、液中の比較的重い切屑などのごみが旋回
液流から遠心分離される。
【００３４】
　さらに、その液を旋回させながら濾材32の全周面に直接導入することで、濾材32の全周
面で均等に濾過がなされるとともに、濾材32の目詰まりが旋回液流により抑えられる。旋
回液流には偏りがないから、濾材32の目詰まりにも偏りがなく、濾材32の全体が徐々に均
一に目詰まりしてゆく。
【００３５】
　図４に示されるように、濾材32で濾過された液は、管47により外部に引出され、３方切
換弁48，49および管50を経て内槽16に導かれる。このようにして内槽16内の液は浄化され
、一定の清浄度が保たれる。
【００３６】
　図２（ｂ）は、外洗機構36の稼動時の弁動作状態を示し、開閉弁39により選択された一
部の液供給管37から集中的に噴出される液により、強い旋回液流を形成して、その旋回液
流により濾材32の外周面に付着している切粉などのごみを除去する。開閉弁39の切換によ
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り、濾材32の全長にわたって強い旋回液流を順次作り、これらの旋回液流により濾材32に
付着している切粉などのごみを全長にわたって除去する。
【００３７】
　その際、図２（ａ）に示される一方向（時計方向）の旋回液流だけでは、濾材32の外周
面に付着している切粉などのごみを除去できない場合は、３方切換弁44の切換により他方
向（反時計方向）の強い旋回液流を作って、濾材32のごみを除去すると良い。
【００３８】
　図５乃至図７は、逆洗機構51の稼動時の弁動作状態を示し、濾材32内に洗浄用の流体を
供給するとともに濾材32を経てハウジング31内に流出した流体を外部へ排出することで濾
材32を逆洗する。この逆洗により、濾材32の表面に引掛かった細かい切粉などのごみも内
部からの逆洗用の流体圧力で効果的に除去され、目詰まりが容易に解消される。
【００３９】
　この逆洗は、液の性状や切粉の形状などの条件に応じて流体回路を切換えることにより
、洗浄用の流体として液のみ、空気のみ、液と空気の混合流体を選択し、条件に適した洗
浄をする。
【００４０】
　図５は、液と空気により逆洗する場合であり、ポンプ26より供給された液を、３方切換
弁42、管52、３方切換弁48および管47を経て濾材32の内側に圧送するとともに、空圧源53
より供給された圧縮空気を、開閉弁54および管47を経て濾材32の内側に送ることにより、
液による逆洗と、空気による逆洗とを同時に行う。洗浄に用いられて汚れた液は、沈殿槽
部55から開閉弁56を経て取出され、ダーティボックス19より外槽15に戻される。
【００４１】
　空気は、連続的に供給してもよいが、開閉弁54を例えば０．５秒程度の間隔でパルス制
御することにより間欠的に供給すると、その空気が濾材32に衝撃を与えて、切粉などのご
みを除去しやすい。
【００４２】
　図６は、液により逆洗する場合であり、ポンプ26より供給された液を、３方切換弁42、
管52、３方切換弁48および管47を経て濾材32の内側に圧送することにより、液による逆洗
を行う。洗浄に用いられて汚れた液は、沈殿槽部55から開閉弁56を経て取出され、ダーテ
ィボックス19より外槽15に戻される。
【００４３】
　図７は、空気により逆洗する場合であり、ポンプ26を停止し、圧縮空気のみを濾材32の
内側に圧送する。その際、開閉弁54をパルス制御して空気を間欠的に供給すると、その空
気が濾材32に衝撃を与えて、切粉などのごみを除去しやすい。
【００４４】
　図８は、洗い流し機構57の稼動時の弁動作状態を示し、ポンプ26からハウジング31内に
液を供給するとともに、開閉弁56を開いてその液をダーティボックス19へ排出することに
より、前記逆洗にてハウジング31の内壁面に残留した切粉などのごみを外部へ排出し、逆
洗で濾材32から分離されたごみの濾材32への再付着を防止する。
【００４５】
　図９は、空気抜き機構58の稼動時の弁動作状態を示し、ポンプ26から液をハウジング31
内に供給するとともに、ハウジング31の上部から開閉弁59および管60，61を経てダーティ
ボックス19にハウジング内空気を排気するとともに、濾材32の内部から管47、３方切換弁
48，49、管62および管61を経てダーティボックス19に濾材内空気を排気することにより、
空気を用いた逆洗後に、ハウジング31内および濾材32内に溜まっている洗浄用の空気を抜
取り、逆洗後の汚れた空気が濾過運転時のきれいな液に混入して流出することを防止する
。
【００４６】
【発明の効果】
　請求項１記載の発明によれば、濾材収納容器の接線方向から濾材収納容器と濾材の全周
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面との間に液を旋回させながら直接供給する液供給手段により、液中の比較的重いごみが
旋回液流で遠心分離されるとともに、その液を旋回させながら濾材の全周面に導入するこ
とで、濾材の全周面で均等に濾過がなされるとともに、濾材の目詰まりが旋回液流により
抑えられ、さらに、液供給手段の外洗機構の弁により選択された一部の液供給管から集中
的に噴出される液により、強い旋回液流を形成して、その旋回液流により濾材の外周面に
付着しているごみを除去でき、特に、弁の切換により、濾材の全長にわたって強い旋回液
流を順次作り、これらの旋回液流により濾材のごみを全長にわたって除去でき、また、濾
材内に洗浄用の流体を供給するとともに濾材を経て濾材収納容器内に流出した流体を外部
へ排出することで濾材を洗浄する逆洗機構により、濾材の表面に引掛かった細かいごみも
内部からの逆洗用の流体圧力で効果的に除去でき、目詰まりを容易に解消できる。
【００４７】
　請求項２記載の発明によれば、濾材の外周面に付着しているごみを一方向の強い旋回液
流で除去できない場合でも、弁の切換により他方向の強い旋回液流を作って、濾材のごみ
を除去できる場合がある。
【００４８】
　請求項３記載の発明によれば、液の性状や切粉の形状などの条件に応じて流体回路を切
換えることにより、洗浄用の流体として液のみ、空気のみ、液と空気の混合流体を選択し
て、条件に適した洗浄をできる。また、気液を混合した流体は、濾材に衝撃を与えて、ご
みを容易に除去できる。
【００４９】
　請求項４記載の発明によれば、逆洗にて濾材収納容器の内壁面に残留したごみを、洗い
流し機構により外部へ排出して、逆洗で濾材から分離されたごみの濾材への再付着を防止
できる。
【００５０】
　請求項５記載の発明によれば、空気を用いた逆洗後に、濾材収納容器内に溜まっている
洗浄用の空気を、空気抜き機構により濾材収納容器内から抜取り、逆洗後の汚れた空気が
濾過運転時のきれいな液に混入して流出することを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る濾過装置の一実施の形態を示す断面図および配管図である。
【図２】　（ａ）は同上濾過装置における濾過機構の平面図的な配管図、（ｂ）はその正
面図的な配管図である。
【図３】　同上濾過装置における一連の機能を示すフローチャートである。
【図４】　同上濾過装置における濾過機構の稼動時の弁動作状態を示す配管図である。
【図５】　同上濾過装置における液と空気による逆洗機構の稼動時の弁動作状態を示す配
管図である。
【図６】　同上濾過装置における液による逆洗機構の稼動時の弁動作状態を示す配管図で
ある。
【図７】　同上濾過装置における空気による逆洗機構の稼動時の弁動作状態を示す配管図
である。
【図８】　同上濾過装置における洗い流し機構の稼動時の弁動作状態を示す配管図である
。
【図９】　同上濾過装置における空気抜き機構の稼動時の弁動作状態を示す配管図である
。
【符号の説明】
　　　　31　　濾材収納容器としてのハウジング
　　　　32　　濾材
　　　　34　　液供給手段
　　　　35　　液取出手段
　　　　36　　外洗機構
　　　　37，38　　液供給管
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　　　　39　　弁としての開閉弁
　　　　51　　逆洗機構
　　　　57　　洗い流し機構
　　　　58　　空気抜き機構

【図１】 【図２】
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【図６】 【図７】
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